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健康であることは、人間にとって、働く人にとって
何よりも大切であるが、その大切なものを失う経験を
するまで人は健康への意識が低いままである。働く
人にとっての健康とは何なのか。働き方改革やコロ
ナ禍の経験等により、働く人の意識が変化し、多様
な働き方が広がる中で、これまでの健康確保の考え
方や手法で働く人の健康確保が可能なのか。企業
規模や雇用形態による健康格差の拡大を防ぐため

には、職域による対応では限界があるのではないか。
時代の転換期に直面している今こそ、「今」からの
JUMPを恐れず、一律的な健康確保からの転換を
図るチャンスなのではないか。これまでの取り組みを
否定するのではなく、未来につなげていくために必要
となる視点と基軸を探った。

働く人の意識の変化・多様化する働き方への対処、企

業規模・雇用形態に伴う健康格差への対処など、古く

て新しい働く人の健康確保をめぐる課題への処方箋を

探求し、今からの JUMP を学識有識者と共に求めた

報告書。これまでの平均的労働者を基準とした一律的

な健康確保から、個人個人に合わせたテイラーメイド

な健康確保への転換を求め、働く人の意識を「自ら守

る・必要な支援を求める」へと変えていくために必要と

なる基軸を提言。

問題意識

概 要

意識と働き方の変化

対話 テイラーメイド

健康を自分で守る

予防の必要性
松原 哲也
客員研究員

シン・健康確保
～働く人の健康を守り、人生を支える変革へ～

担当
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　「平均的労働者」を基準とした一律的な健康管理
の時代は終わり、個々のニーズに応じたテイラーメイ
ド型の健康確保の時代が到来する。それは、人が制
度に合わせるのではなく、人が制度を「選択」する時
代になるということだ。

・不健康になる前の「予防」の必要性を理解し、
・不健康になりそうな予兆を早期に発見し、悪化する
前に対処する「自分の健康を自分で守る」という意識
を持ち、
・働く人が価値観を交換しながら周囲の関係者と
「対話」すること
が健康を守り、人生を支える。

　これまでの考え方を前提としないのであれば、
・より健康に働くために職を替えることを選択肢とし
て捨て去るべきではなく、
・労働力の供給が減少する中で、健康を雇用・非雇
用で分けて考えることは妥当ではなく、
・「働く人が自分の健康情報のオーナーである」こと
を前提として、健康情報の取得と活用のバランスを
精緻に考えていくべきである。

　これからの健康確保は、人は本来多様で、働く
人の抱える健康課題も、働く人が望む課題の解決
策も多様であることを前提に、「誰かが守ってくれ
る・守ってもらう」から「自ら守る・必要な支援を求
める」という考え方への変革が必要となる。「予防」
の視点に基づく社会の仕組みの実装と、働くこと
や日常に関する自分の価値観を周囲と交換する
「対話」が新しい時代の健康確保への鍵となる。
そのためには、

・働く人の状況や制約を踏まえたテイラーメイド型
の対応
・企業が支援の仕組みを整え、働く人が健康を自分
で守る意識を持つ企業と個人の協働
・予防のためのデジタルヘルステクノロジーを活用し
た個別的な健康管理
・「職域」と「地域」を分ける発想からの脱皮による健
康格差の解消
・働く人に寄り添うための企業内の人事と産業保健
部門の連携と信頼関係の構築
の５つが、働く人の健康を守り、人生を支える制度
変革のための基軸となる。

結 論

シン・健康確保の視点

新たに必要となる視座

シン・健康確保の基軸

シン・健康確保
https://www.works-i.com/research/
report/workers_health.html


